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■現状と課題等

 研究力の抜本的な強化が、日本の科学技術・イノベーション政策における最重要課題の一つ。

 AIは、研究力の生産性の向上のみならず、科学研究の在り方そのものを変革。経済成長や安全保障、地
方創生や人手不足の解消、知の継承、災害への備えなどの社会課題の対応に不可欠な技術。

 他国においては、データ駆動型研究の推進や、研究設備の自動化・リモート化による大規模ハイスルー
プット研究拠点の構築により、研究の高度化・高速化が急速に進展している。

 そうした中、本年５月、日本のAI開発・活用が遅れている等の問題意識の下、AI法が成立（※） 。本年冬を
目途に日本初のAIの基本計画が策定される予定であり、 『世界で最もＡＩの研究開発・実装がしやすい
国』を目指す方針。 （※）人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律

 近年、AIを科学研究に組み込むことで、研究の範囲やスピードに飛躍的向上をもたらす「AI for
Science」が、創造性・効率性などの観点で科学研究の在り方に急速かつ抜本的な変革をもたらしつつ
あり、AI for Science に向けた環境整備が各国で進んでいる。

 “科学の再興”を掲げる日本として、AI技術が急速に進展する国際潮流を踏まえ、オープンサイエンスや
研究セキュリティ等の観点にも留意しつつ、日本固有の強みを活かした分野横断的・組織横断的な「AI
for Science」の先導的実装に取り組むことが喫緊の課題ではないか。

 2030年代の本格的なAI時代に向けて、不退転の覚悟で、 AI時代を支える研究インフラ基盤の抜本的
強化とAI for Scienceの推進により、科学研究にパラダイムシフトを起こすことが必要。

 これまで以上に 「科学技術・イノベーション力」が国力に直結する時代。AI for Science の成果や手
法・ノウハウが、産業界や社会へ展開・波及されることで、社会的課題の解決や社会変革へと繋がる駆動
力とすることが大切ではないか。
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■AI for Science について

AI for Science とは・・・・

AI技術を科学研究のあらゆる段階に適用し、様々な分野で活用する取組
といった概念で捉えられており、以下のような意味合いが含まれていると考えられる。

①AIが科学研究を高度化・高効率化すること （例えば・・・研究支援業務の効率化、実験・解析等
の高度化・効率化（データの品質向上も含む）、新しい研究テーマや新領域等の調査 など）

②AIが科学研究を自律的に駆動すること （例えば・・・実験・探索・観察の自動化・自律化、
自律型AIロボット、AIサイエンティスト など）

他方、AI for Scienceによる科学研究の革新という観点からは、
①②に以下の点も内包する（もしくは加えた）広い概念として捉えることが必要ではないか。

③AIそのものの研究開発 Science for AI （理論的研究、透明性・信頼性の研究 など）

④AI for Science を実現するための環境構築 （研究データの保存・管理/流通/活用を支え
る情報基盤等の整備、人材育成、リテラシー向上 など）

⑤科学研究から社会実装への取組 （産業界への橋渡し、社会データの活用 など）

＜様々な分野の科学研究におけるAIの活用例＞
多様な分野におけるAIの活用 活用例

科学研究で創出されるデータ
の改良や情報の抽出

医学領域における超音波画像診断支援／宇宙観測データのノイズ除去／古文書
に記述されている内容の自動解析

シミュレーションの高度化・高
速化

タンパク質の立体構造予測／気象予測／材料分野における望ましい特性を持つ
材料や反応の発見／仏像の顔の類似度や制作年代・地域の推定

実験や研究室の自律化 自律的な物質探索ロボットシステム／抗体遺伝子クローニング（同じ遺伝子型と
なる細胞集団を作製すること）の自動化システム

新しい研究テーマ等の提案 研究データや論文情報の解析による科学的仮説の生成

科学技術・学術審議会 学術分科会（第96回）資料４より
（公表情報をもとに文部科学省が作成）
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■２０３０年 AI for Science 実現に向けて（意見交換）①

 AIは、あらゆる分野の研究活動を支えるキーテクノロジーであり、これからの時代、AI力＝研究力となる。

AI for Science による科学研究の革新により、知の共有が加速し、新たな付加価値が創造される。

「AI for Science」により、科学研究の在り方をスピード感を持って抜本的に変革していくことが必要。

 ２０３０年代、全国どこでも誰でも、AIを使った研究活動が可能となる社会を実現し、研究効率・生産性の

向上、研究者の創造性を最大化することで、国際的な潮流の中で我が国のプレゼンスを確保しつつ、我が

国の研究力低下を反転をしていくといった方向性を持って、戦略的・重点的に取り組むことが重要ではな

いか。

（実現する将来像として、例えば…）

 誰もが先端研究設備・機器へ自由にアクセスし、データを取得

 爆発的に増大するデータを、AI利用を前提に、誰でも安全かつスマートに活用できる強靭な次世
代情報基盤に革新

 AI基盤モデルを構築し、膨大な研究データをあらゆる分野で活用（AIを最大限活用したデータ駆
動型研究の推進）

 AI時代の科学研究を先導・刷新し、AI研究力を強化、AIシフトによる各分野の研究力を向上

 研究作業の自動化・自律化・高速化等により研究環境を高効率化し、研究者の知的創造活動時間
を大幅に創出

 論文や研究データ等の国際的なオープンサイエンスの潮流における我が国の主導権を発揮
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■２０３０年 AI for Science 実現に向けて（意見交換）②

 そのためには、次代の国際競争環境を一変させるAI駆動型のデータ創出・管理・相乗的活用のエコシステム

を戦略的に国内に構築、基礎研究の強化から革新的イノベーション創出に至るまで、産学官の広範な用途に

開放していくことが必要ではないか。

 これにより、多くの意欲ある研究者及び先端的研究リソースのポテンシャルを最大化する科学研究システム

の革新を実現し、日本の研究力・国際競争力の抜本的強化に繋げることが必要ではないか。

 このため、2030年に向けては、以下の取組等を重点的に強化することが必要ではないか。

 革新的な創造性をもたらす「科学基盤モデル」の国産開発

 研究システムの自動・自律・遠隔化による研究データ創出・活用の高効率化

 AI for Scienceの原動力となる研究データの保存・管理、流通、活用を支える情報基盤の抜本的強化

 世界を先導する戦略的な産学連携・国際連携

 透明性・信頼性の確保に向けた生成AIの研究開発や革新的なAIの研究開発

 AI for Scienceを支える幅広い人材の育成 等



参 考 資 料
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AIの発展の歴史とAI for Science

 2010年以降、人工知能の有効性が認知され社会の様々な分野への適用が拡大。AI研究開発の内容が広が
るとともに様々な分野での活用も広がっており、AI×○○としてAI科学研究に活用する潮流が生まれつつある。

国立研究開発法人科学技術振興機構

研究開発戦略センター「人工知能研
究の新潮流 2025 ～基盤モデル・生
成 AI のインパクトと課題～」（CRDS-

FY2024-RR-07）一部抜粋、加筆
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政策文書における AI for Science の記載
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AI for Science に関する定義の例

AI for Scienceの定義的な記載 文書名

日本
AI技術の進展とともに、高性能な計算資源の開発・普及や研究データの公開・共有を背景に、高度なAI技術
を、バイオテクノロジー分野や材料科学分野など様々な分野の科学研究で活用する取組が、「AI for Science」
や「AI in Science」等と称されながら、展開されてきており、科学的な課題の解明の加速や研究の生産性の向
上等への期待が急速に高まっています。

令和6年版科学技術・イノベーション白書
（2024）

米国

本報告書および米国エネルギー省（DOE）の研究所コミュニティにおいて、「AI for Science（科学のため
のAI）」という用語は、次世代の計算手法と、それに関連する科学的機会を広く表すものとして使用されていま
す。これには、AI手法（たとえば、機械学習、深層学習、統計的手法、データ分析、自動制御、および関連
分野）の開発と応用が含まれ、データからモデルを構築し、そのモデルを単独で、あるいはシミュレーションやス
ケーラブルな計算と組み合わせて使用することで、科学研究を推進することが含まれます。

AI for Science Report 2020-
Argonne National Laboratory
(2020)

中国 「AI駆動の科学研究（AI for Science）」とは、「機械学習を代表とする人工知能技術」と「科学研究」が
深く融合した産物を示しています。

「科技部、「AI駆動の科学研究」特別プ
ロジェクトの展開を開始」（2023)

ー
1.1 定義 AI for Science（AI4S）とは、科学研究における人工知能（AI）の革新と、AIによって推進
される科学的発見の融合を意味し、それらが深く統合されていること、そして変革的な研究パラダイムが確立され
つつあることを示しています。

Nature 特集記事：AI for Science
2025（2025）

EU
AI in Science（科学におけるAI）とは、既存のAIツールを科学的プロセスに適用することだけでなく、科学の
ニーズや用途に特化して設計されたAIの開発も含みます。これらは相互に関連していますが、本書の焦点は、
AIの基礎的な開発そのものではなく、科学的発見やブレークスルーを推進する手段として、AIを科学プロセスに
応用することにあります。

AI in Science Harnessing the
power of AI to accelerate
discovery and foster innovation
(2023)

 "AI for Science"という言葉は、2019年に米国エネルギー省（DOE）が米国の国立研究所（ANL等）と共同で開催した
“AI for Science Town Hall” シリーズが契機となり、国際会議や学協会誌で一気に普及した。各国がどのような定義を用いてい
るかは以下の通り。
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科学研究においてもAIの活用による研究の高度化・高速化が進展①

データ駆動型研究開発による材料開発の例

（出典）令和6年8月30日 科学技術・学術審議会研究計画・評価分科会ナノテクノロジー・材料科学技術委員会
ナノテクノロジー・材料科学技術の推進方策について 参考資料より抜粋

様々な分野の科学研究におけるAIの活用例
多様な分野におけるAIの活用 活用例

科学研究で創出されるデータの
改良や情報の抽出

医学領域における超音波画像診断支援／宇宙観測データのノイズ除去／古文書に記述
されている内容の自動解析

シミュレーションの高度化・高速
化

タンパク質の立体構造予測／気象予測／材料分野における望ましい特性を持つ材料や反
応の発見／仏像の顔の類似度や制作年代・地域の推定

実験や研究室の自律化 自律的な物質探索ロボットシステム／抗体遺伝子クローニング（同じ遺伝子型となる細胞
集団を作製すること）の自動化システム

新しい研究テーマ等の提案 研究データや論文情報の解析による科学的仮説の生成

（公表情報をもとに文部科学省が作成）

科学技術・学術審議会
学術分科会（第96回）
（令和7年7月2日）
資料４一部抜粋
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科学研究においてもAIの活用による研究の高度化・高速化が進展②
2024年のノーベル賞は「化学賞」「物理学賞」ともにAI関連が受賞

【物理学賞】
・ジョン・ホップフィールド氏
：脳をまねた「ニューラルネットワーク」で、記憶の仕組みを再現できると証明
・ジェフリー・ヒントン氏
：AIが自ら特徴を探して学ぶ「深層学習」を確立

【化学賞】
・デイビッド・ベイカー氏
：全く新たなタンパク質をコンピュータで設計し合成
・デミス・ハサビス氏／ジョン・ジャンパー氏
：タンパク質の立体構造を予測する画期的なAIモデルを開発

（公表情報をもとに文部科学省が作成）

 デミス・ハサビス氏とジョン・ジャンパー氏は、AIでたんぱく質の立体構造を
解明するため、「アルファフォールド」の開発に取り組み、従来と比べて格段
に高い予測精度を達成

 タンパク質の立体構造をAIモデルで正確に予測できるようになったことで、
多くの研究者がこのプログラムを活用し、タンパク質の精度の高い予測立
体構造や機能の情報を短時間で得られるようになり、AIが科学研究の
ツールとして活躍する可能性を大きく広げている

＜ハサビス氏 受賞インタビュー＞
「たんぱく質をデザインした『アルファフォールド』が、科学的な発見を加速させる
AIの驚くべき可能性を証明する最初の機会となることを願っています」

科学研究におけるAIの活用の広がりを示すデミス・ハサビス氏／ジョン・ジャンパー氏の研究
（ノーベル賞 公式HPを基に文部科学省が作成）

科学技術・学術審議会
学術分科会（第96回）
（令和7年7月2日）
資料４一部抜粋
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科学研究においてもAIの活用による研究の高度化・高速化が進展③

科学研究におけるAIの活用に関する諸外国の政策動向
欧州委員会は「科学におけるAI戦略(Strategy for 
Artificial Intelligence in Science)」の策定に向け、
2025年4～6月に意見募集を実施するとともに、第2回
ハイレベル・ラウンドテーブルを開催。
意見等は、「欧州AI科学リソース(RAISE: Resource 
for AI Science in Europe) や「欧州AI研究会議
(European AI Research Council)」設立を含めた
新戦略に今後反映。

英政府は2025年1月、「AI機会行動計画(AI 
Opportunities Action Plan)」を発表し、英国が
AI takerではなくAI makerとなることを掲げ、科学やロ
ボティクス等でのAIの活用でも英国が主導することを目
指す旨にも言及。
また6月には、AI創薬で英国が主導できるよう、薬とタン
パク質の相互作用のデータセットOpenBindを放射光も
活用して開発するプロジェクトを発表。

（公表情報をもとに文部科学省が作成）

科学技術・学術審議会
学術分科会（第96回）
（令和7年7月2日）

資料４一部抜粋、編集
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AI for Science, Energy, and Security Report 2023

本報告書は、米国科学局と国家核安全保障局の下、DOEが２０２2年に
ワークショップを開催し、科学的AIの新たな、そして急速に出現しつつ
ある機会と課題に関する意見を収集しまとめたもの。

■2019年から3年間で何が変わったか？
• 言語モデル（例：ChatGPT）のリリース
• 人工画像生成の本格化
• AIによる10億個のタンパク質の折り畳み
• AIが数学の進歩を示唆
• AIによるコンピュータプログラミングの自動化
• 新しいAIハードウェアの爆発的な増加
• AIによるHPCシミュレーションの高速化
• エクサスケールマシンの登場開始

 AIが科学技術の進歩のための強力な新たな基盤となる。
• AI based surrogates for HPC
• AI for software engineering and programming
• AI for advanced properties inference and inverse design
• AI and robotics for autonomous discovery
• AI for prediction and control of complex engineered systems
• Foundation AI for scientific knowledge

 科学、エネルギー、安全保障のミッションを遂行するには、責任ある
AI研究開発が必要。

 科学と安全保障におけるAIの可能性を実現するには、核物理学と高
エネルギー物理学の伝統に倣った国家的な取り組みが必要。
• 科学技術全般にわたるデータ活用を支援する統合AI研究開発計画
• DOEの世界最先端のエクサスケールGPUシステムを基盤としたAIコンピューティング・

インフラストラクチャ（産業界と連携し、よりエネルギー効率の高い新しいコンピューティ
ングシステムを開発）

•  DOEのユーザー施設を、AIを活用した強力な進歩をもたらす国家プラットフォームとし
て統合

• 戦略的パートナーシップの新時代

 これは今や大きな国際競争である。AIを活用する企業は非対称的な
優位性を獲得し、活用しない企業に取って代わる。
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各国におけるAI戦略

 各国において、STI政策とAI戦略等でAI for Scienceについて言及している。

STI政策におけるAIに関する言及 AI戦略（分野別戦略）
日本 「第6期科学技術・イノベーション基本計画」(2021.3)︓

Society 5.0の実現に向けて、データやAIの活用に適した次世代イン
フラの整備や数理・データサイエンス・AIの素養を備えた人材の育成、
最先端のデータ駆動型研究・AI駆動型研究を推進。

「AI戦略2022」(2022.4)︓「人間尊重」、「多様性」、
「持続可能」の3つの理念のもと、Society5.0を実現し、SDGsに
貢献。3つの理念の実装を念頭に、5つの戦略目標（人材、産業
競争力、技術体系、国際に加え、差し迫った危機への対処）を
設定。

米国
「OSTP長官への大統領書簡」(2025.3)︓人工知能、量子
情報科学、原子力技術といった重要かつ新興の技術分野において、研
究開発の加速、規制障壁の撤廃、国内サプライチェーンと製造基盤の
強化、民間投資の促進を求める。

「国家AI研究開発戦略計画︓2023更新版」
(2023.5)︓①責任あるAI研究への長期的投資、②人間と
AIの協調、③倫理・法・社会的影響への対応、④安全性と信頼
性の向上、⑤共有可能なデータと研究環境の整備、⑥評価基準
とベンチマークの開発、⑦AI人材の教育・訓練ニーズの把握と支援
、⑧官民連携の強化、⑨国際協力の推進という9つの戦略的優
先課題を定義。

英国 「科学技術フレームワーク」(2025.4)︓先進的な接続技術、
人工知能、エンジニアリング生物学、量子技術、半導体の5つの分野を
最重要技術として位置づけ。主要な公共データ資産への容易で安全
かつ倫理的なアクセスを提供する「国立データライブラリ」の設立等への
継続的な推進にも言及。

「AI機会行動計画:政府回答」(2025.1)︓「AIを実現
するための基盤を築く」、「AIの活用で生活を変える」、「国産AIで
未来を守る」の３つの重点領域を掲げ、AI Research 
Resourceの強化、AI成長特区の設置、国立データライブラリの整
備、AIスキルと人材の育成、公共部門におけるAIの段階的導入、
および官民連携の強化を推進。

中国 「中国国民経済・社会発展第14次五カ年計画と2035年
までの長期目標綱要」(2021.3)︓国家安全と発展の全体に
関わる基礎的かつ中核的分野において、戦略的科学プログラムおよび
重大科学技術プロジェクトを策定・実施。新世代人工知能分野では、
最先端の基礎理論のブレークスルー、専用チップの研究開発、深層学
習フレームワークなどのオープンソースプラットフォームの構築、学習・推論・
意思決定、画像処理、音声認識、自然言語処理などの技術革新を図
る。

「新世代人工知能開発計画」(2017.7)︓2020年、
2025年、2030年を目標とする3段階の戦略目標を設定。重点
課題として、新世代AIの基礎理論研究の推進に加え、AIと神経
科学、認知科学、量子科学、心理学、数学、経済学、社会学な
どとの学際的融合研究の促進に言及。AIの専門人材のほか、理
論、技術、製品、応用に精通した垂直型複合人材との経済、社
会、マネジメント、法律に精通した「AI+」の水平型複合人材の育
成にも注力。
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AIのイノベーションとAIによるイノベーション
人材の育成・確保や計算資源等のインフラの高度化とともに、AI利活用の推進と研究開発力の強化を一体的に官民で推進。データ政
策、スタートアップ政策とも連携。

研究開発力の強化
データの整備 別紙1
• 質の高い日本語データを整備し、適切な形で提供。各分野において競争力あるAIを開
発するためデータ共有などを促進するとともに、好事例を共有。
計算資源の確保 別紙2
• AI開発に不可欠な計算資源を引き続き官民で整備。

新たなモデルの開発 別紙3
• モデルの高効率化や高精度化、マルチモーダル化、リスク低減化等の新たな研究開発を産
学連携で推進。

• 革新的な技術を有するスタートアップを支援。
日本の強みを活かす 別紙4
• 医療、創薬、マテリアル等の分野で日本の強みを活かし、AI for Scienceを加速。
• 「富岳」の次世代となる優れたAI性能を有する新たなシステムの開発・整備に着手。
• 労働力不足の解消やGX等にも資する革新的なAIロボット等の研究開発・実装を推進。

AI利活用の推進
政府 別紙5
• 他機関のモデルにもなるよう、政府によるAIの適切な
調達・利用、得られた知見の共有を推進。

重要分野 別紙６
• 医療・ロボットなどの重要分野におけるAI導入を促
進。

制度運用の明確化
• ユーザーや開発者が委縮することなくAI利活用・開
発を進められるよう、個人情報保護法・著作権法・
各種業法など留意すべき制度の運用を明確化。

インフラの高度化 別紙７
• データセンターの大規模化・分散化と省電力化、Beyond 5G等のネットワークシステムの高度化等（研究開発の促進）。AIに不可欠なインフラへの民間投資の拡大。
• AI半導体等のキーデバイスの設計・開発・運用に関する産学連携体制等の構築や研究開発、人材育成を支援。
• 安価な脱炭素電力の量的確保のための環境整備を検討。

人材の育成・確保 別紙８
• AIスキルの習得、AIリテラシー向上のための教育コンテンツの充実・普及啓発。
• 初等中等教育段階における、情報モラルを含めたAIの利活用に関するパイロット的な取組の一層の推進。
• 次世代のAI開発等を担う若手研究者や博士後期課程学生を支援。 16

AI戦略会議第９回
（令和６年５月）資料1-1

一部抜粋、編集
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（別紙４）“AI for Science”による研究力・産業競争力の強化
AI基盤モデルを科学研究に活用すること(AI for Science)は、科学研究の手法や研究そのものに大きな変革をもたらす可能性※

国の研究力や産業競争力の強化に大きな影響を与え得る、経済安全保障上も極めて重要な取組
※理化学研究所における創薬研究を例とした試算によれば、着想から論文化までの期間が約2年間から約2か月に大幅短縮。科学的探索範囲も約1000倍に拡大する可能性

我が国の取組（科学研究向けAI基盤モデルの開発・共用）
理研を中核に、ドメイン指向（まずは生命・医科学、材料・物性分野）の科学基盤モデルを開発

その利用を産学に開放し、科学研究の革新（科学研究サイクルの飛躍的加速、科学研究の
探索空間の拡大）をねらう

AI for Scienceの日米連携
科学研究向けAI基盤モデル（科学基盤モデル）の開発を、日米の戦略的連携のもと、
世界に先駆けて実現していく

文部科学省 - 米国エネルギー省(DOE) 事業取決め
（AI for Scienceに係る政府間の協力枠組みを創設）

理化学研究所(RIKEN) - アルゴンヌ国立研究所(ANL)  MOU締結
（政府間の協力枠組みにおける中核機関として協力）

→2024年4月の日米首脳共同声明にて本連携を歓迎

RIKEN-ANL協力内容
（１）研究者間の技術的情報の交換
（例︓ソフトウェア・アプリケーションの知見共有、

開発した基盤モデルの相互検証・活用）
（２）人的交流
（３）研究データの相互利用
（例︓論文データや研究データの相互利用）

（４）計算資源の相互利用
（例︓富岳、Auroraなど計算資源の相互利用）

●大規模言語モデル（自然言語）
人間のこれまでの言語活動からの学習、
人間の知性を大きく超えることは難しい
●科学基盤モデル（自然言語＋数値情報(科学研究データ)）
人間が本来苦手な数値情報を追加学習させることで、
超知性のような存在に進化する可能性 “科学基盤モデル”による研究革新

17

AI戦略会議第９回
（令和６年５月）

資料1-1一部抜粋



■AIモデルの発展

■次世代AIモデルの目指す姿

■基盤モデルと次世代AIモデルによる
AIロボット駆動科学の発展

AIモデルの発展と目指す姿 国立研究開発法人科学技術振興機構

研究開発戦略センター「人工知能研
究の新潮流 2025 ～基盤モデル・生
成 AI のインパクトと課題～」（CRDS-

FY2024-RR-07）一部抜粋、編集
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ＡＩや機械学習の用語に言及した論文数も他分野で増加

出典） 令和6年版科学技術・イノベーション白書 科学技術振興機構研究開発戦略センター作成

 「AI for Science」や「AI in Science」と呼ばれる取組により、科学的課題の解明のスピードや研究の生産性向上への期待が急
速に高まっている。こうした動向は、AI関連論文数の大幅な増加からも明らかであり、世界的に研究活動が活発化している。日本は
AI論文全体では世界8位に位置するが、中国やインドの伸びが特に顕著である。

 また、情報科学以外の分野でもAI・機械学習に言及した論文数が増加しており、学際的な広がりが進んでいる。一方で、分野別
の国別順位を見ると、化学・材料分野では8位、生命科学・医科学では日本は9位となっており、いずれの分野においても上位国との
間に差が見られるのが現状である。

AI分野における各国ごとの論文数の推移（整数カウント）

AI分野における論文数の推移（整数カウント）

出典） JST  研究開発戦略センター「研究開発の俯瞰報告書 論⽂・特許データ分析（2025年）」
19



NISTEP定点調査：ICT 技術に基づく研究方法の変革の実態

2

2.5

3

3.5

4

4.5

5

2021 2022 2023 2024

問題ない

不十分

国研等の自然科学研究者

国研等マネジメント層

大学マネジメント層
大学の自然科学研究者
人社研究者
企業

第一線で研究開発に取り組む
研究者・マネジメント層における所属部局別の状況

問 ICT技術に基づく研究方法の変革(自動化、AIの活用、バーチャル空間の活用、データ駆動型研究等)は十分に進んでいると思いますか。

問題ない
不十分

大学等の研究者のうち分野別での状況
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人社
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問題ない
不十分

大学の自然科学研究者のうち大学グループ別での状況
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 NISTEP定点調査2024によれば、ICT技術に基づく研究方法の変革が概ね十分進んでいると回答したのは、国研等の自然
科学研究者のみで、大学の自然科学研究者や人社研究者は不十分であるとの認識を示している。

 分野別で見ると、理学、工学・農学と比較して人社、保健は指数が低い傾向にある。
 大学グループ別でみると第3Gや第4Gの指数が低い傾向を示しているが、私立大学を多く含む第4Gは上昇傾向にある。
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文部科学省 科学技術・
学術政策研究所

「科学技術の状況に係
る総合的意識調査
（NISTEP定点調査
2024）」を基に作成



NISTEP定点調査：自由記述回答例

問 ICT技術に基づく研究方法の変革(自動化、AIの活用、バーチャル空間の活用、データ駆動型研究等)は十分に進んでいると思いますか。

十分度を上げた理由の例 十分度を下げた理由の例 

 [多数の記述]ICT の活用が徐々に進展. 

 自動化や AI に関連する研究が立ち上がっている. 

 プログラミング等は生成 AI によって大幅に効率化した. 

 AI の利用は確実に増えていると思われる. 

 ChatGPT やバーチャル空間の授業での活用が広がっている. 

 AI の活用を中心に,データ駆動型研究も盛んになってきた. 

 Google Class/CES-Alpha などのクラウドベースの教育システ

ムを積極的に使用している. 

 [多数の記述]世の中の進展に比べ進度が遅い. 

 クラウドの AI サービスを使っていいのか所内ルールや事例の

共有が不十分. 

 AI や LLM の急速な発達に比べて,それを活用できていない

ため. 

 生成 AI 技術の汎用化も後押しして,サイバーセキュリティやフ

ェイクニュースなどのリスクが増大している. 

 技術は進歩しできることが増えているのにそれが十分に活か

しきれていない. 

 なかなか進まない.研究者がプラスアルファで行うのではなく,

専門人材の支援がほしい.装置を管理する技術職員が不足し

ている現状ではあるが,同様の形で,ICT 分野をカバーする人

材の配置を戦略的にする必要がある. 

十分度に変更はないが記載のあった意見の例 

 それぞれでは進んでいるかもしれないが,全体的にそれらをサポートするようなシステムはない.(2→2) 

 ICT 技術の導入が研究者個人に任されている.研究者をサポートする人材が必要である.(1→1) 

 シミュレーションルームが創設されたが,シミュレーター機器がかなり高額でメンテナンス費用もかかるため,運営の資金繰りが今後課

題となっている.(2→2) 

 GitHub など外部デポジットは使用禁止で,論文投稿の際に困る.(1→1) 

 

文部科学省 科学技術・学術政策研究所

「科学技術の状況に係る総合的意識調査
（NISTEP定点調査2024）」一部抜粋、編集
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AI活力ランキング
令和７年版情報通信白書

（2025年7月8日総務省から公表）
一部抜粋、加筆

、

■日本のAI開発・事業展開の動向

 AIに関する各種評価レポート等をみると、日本は、AIの研究開発力や活用に関して、世界的にリー ドする国と比べ、
高く評価されているとは言えない。例えば、2024年11月にスタンフォード大学の HAI（Human-Centered 
Artificial Intelligence）が発表した、2023年のAI活力ランキングによれば、日本は総合9位に位置付けられてお
り、米国、中国、英国といった国から水をあけられている（図 表Ⅰ-1-2-4）。

 また、AIに関する論文数などを基にAI研究力を順位付けしているAIRankingsでは、 ここ数年の上位国は米国、中
国、英国、ドイツの順となっており、日本は11～12位で推移している。 しかし、日本の企業・組織においても、AI開発
に向けて様々な動きを見せている。

(出典) Stanford University Human-Centered Artificial Intelligence（2024）「Global AI Vibrancy Tool」

AI活力ランキング上位10カ国（2023年）

22



 AIRankingsでは、論文数などを基に研究をリードする国や企業・大学等が公表されている。国別では、米国、中国、英
国、ドイツの順となっており、日本は近年11～12位となっている。

＜指標＞
〇実装 ： AI人材の可用性／インフラの信頼性や整備状況／AIの成長と発展を支えるための基盤となる運用環境
〇イノベーション ： 研究開発の成果
〇投資 ： 政府のAIに関する戦略と投資額／民間のAI関連イニシアティブと投資額など

国別AIランキング
令和７年版情報通信白書

（2025年7月8日総務省から公表）
一部抜粋、編集

（出典）AIRankings（2025年2月25日取得データ）を基に作成

 日本は、「実装」分野では、製造業を中心としたAI技術の産業応用で高い評価を得ている。

 他方、「イノベーション」「投資」の分野では、他の先進国に後れを取っており、特に、AI人材の育成、海外からの人材誘致、
政府の積極的投資、スタートアップへの投資環境の整備などが課題として挙げられる。
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 Thundermark Capitalが公表している AI Research Ranking２０２２ （現在のAIRankingsの前身）の組織別を
みると、Googleが世界各国の大学・企業を抑えてトップ、Microsoft、Facebookも上位10位にランクインしている。
日本は上位10位以内にはランクインしていないが、日本国内では理化学研究所（51位）、東京大学（69位）、NTT（97
位）と続く。

 当ランキングでは機械学習中心で最も権威のあるAI研究国際会議であるICML 2021とNeurlPS2021の採択論文
を対象としている。例えば、ICML2021に複数の論文が採択されたAI研究者は、上位層のほとんどが日米の研究者。世
界で最もICML2021に論文が採択されたのは理化学研究所AIPセンターのセンター長を務める杉山将教授（14本）で
あり、Googleのロボットチームを牽引し、現在はロボティクス系スタートアップPhysical Intelligenceの共同創業者
でもあるSergey Levine博士（13本）、理化学研究所AIPセンターの上級研究員Gang Niu博士（11本）が続く。

組織別AIランキング/世界的なAI研究者

（出典）Paper Copilot （ICML 2021 Accepted Paper List - Paper Copilot）

2022年（日本国抜粋）
51 理化学研究所（日本）
~
69 東京大学（日本）
～
97 NTT（日本）

（出典）出典：Thundermark Capital「AI Research Ranking 2022」を基に作成

令和5年版情報通信白書
（2023年7月4日総務省から公表）

一部抜粋、加筆
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令和７年版情報通信白書
（2025年7月8日総務省から公表）

一部抜粋
個人・企業による生成AI利用の現状
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第7期科学技術・イノベーション基本計画に向けた検討
総合科学技術・イノベーション会議
基本計画専門調査会（第３回）

（令和７年７月25日）

資料１一部抜粋
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第7期科学技術・イノベーション基本計画に向けた検討
総合科学技術・イノベーション会議
基本計画専門調査会（第８回）

（令和７年７月25日）
資料３一部抜粋
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総合科学技術・イノベーション会議
基本計画専門調査会（第８回）

（令和７年７月25日）

資料３一部抜粋

第7期科学技術・イノベーション基本計画に向けた検討



学術分科会での論点

 第７期科学技術・イノベーション基本計画の策定を見据え、我が国の研究力（特に基礎研究力）を抜本
的に強化していたくために必要となる方策は何か。

 AIを活用した研究の高度化・高速化が図られている中、今後の学術の在り方をどう考えるか。
＜AI時代の学術の在り方に関する検討の視点（例）＞
 現在、AIにより研究現場においてどのような変化が起こっていると感じるか。また、今後どのような変化が起きると予測しているか。
 科学研究におけるAIの活用の進展は、研究開発の進め方や研究者の知的生産の在り方をどのように変え得るのか。
 分野や組織の垣根を超えた多様なデータの融合・活用をどのように進めていくべきか。
 分野ごとに状況はどのように違うのか（※１）。どのような分野が日本の強みになり得るのか。
更に、強化に当たってはどのような領域（※２）で施策を検討していくべきか。

      ※１:例えばマテリアル分野の場合、計測・分析機器の共用事業を通じて自動的に収集された多種多様なマテリアルの大量のデータを保有。
      ※２:ライフ分野の場合：生体分子の発現・構造予測、仮想細胞など。

      マテリアル分野の場合：各材料領域における新規材料探索や構造・物性予測、自動自律合成・評価など。

 AI for Scienceを支える基盤として、計算資源・ストレージの整備やデータ管理 ・流通等の強化の必要性をどのように考えるか。
 「研究環境の高度化・高効率化」を通じた、より創造的な研究活動の実現（単純作業の繰り返しからの解放）や良質なデータ
の創出の可能性をどのように考えるか。

 様々な分野において情報・AI 技術を活用できる人材をどのように育成していくべきか。
 今後の産学連携の在り方をどのように考えていくべきか。
 AIを活用した研究を進めていくうえで、留意・検討すべき点は何か。

＜参考＞ CSTI基本計画専門調査会「中間まとめに向けた論点整理（案）」における主な学術分科会関係箇所を抜粋
〇 科学の再興と技術・イノベーション力の強化

• 基礎研究力を抜本的に強化し、「科学の再興」を目指す
〇 AIシフトによる研究力の向上

• AI for Scienceによる研究生産性の抜本的向上
• 研究時間の確保

科学技術・学術審議会 学術分科会（第96回）
（令和７年7月2日） 資料４一部抜粋

29



次世代の科学技術・イノベーションを支える情報基盤の在り方について（中間とりまとめ）【概要】

 世界的に進む科学研究へのAIの応用（AI for Science）は、
産業革命と同等以上のインパクト

 生成AIの利活用の急速な浸透により、研究DXが加速し、将来的
な研究データの流通等が質・量ともに増大

 社会課題解決やイノベーションの源泉である研究データを共有し、
組織・分野・セクターを超えた科学研究を行う重要性がさらに増大

 AI利用を前提とした情報基盤へ
 日本の文化等に理解のあるAI
 ELSI・AIガバナンスを意識した設計
 蓄積したデータによりAIの性能を高め、

AIを用いて研究し、得られたデータを
情報基盤に還元してAIをさらに高度化
するというサイクルを生み出す役割

 今後増加が見込まれるAI・データの利用者の
リテラシー向上

 AI・データの必要性や重要性について国全体で
認識を共有し、研究データを広く共有・活用する
インセンティブや、評価する仕組み等の整備

 「富岳」、ポスト「富岳」、HPCI等の計算
基盤やコアファシリティ化された研究施設
・設備を情報基盤に直接接続

 AIの普及に対応した計算基盤や増大する
研究データの流通を支える流通基盤

今後の情報基盤の方向性

背景 情報基盤への期待・影響
 研究データ等の保存・管理、流通、活用を支える情報基盤（※）は、AI時代の新たな
科学技術・イノベーションを切り開くインフラとなることが期待
※研究データ基盤、流通基盤、計算基盤をシームレスに接続した学術研究を支える基盤

 AIを活用してあらゆる垣根を超えた新たな知の創造を支援し、AIが出力する情報
の信頼性を担保する新たな情報基盤の構築が必要

 蓄積された多くの良質な研究データを学習データとして提供することでAIモデルの
更なる高度化、AI for Scienceの拡大、分野融合やすそ野の広い研究の促進、
ひいては社会課題の解決や我が国全体の研究力・産業競争力の向上に大きく貢献

AI を取り込んだ
エコシステムの構築

A I データ 産業界とアカデミアの協働の基盤となる役割
 産学のニーズを踏まえた、ユーザビリティを
確保した設計

 協働が相乗効果を生む仕組み
（オープン・アンド・クローズ戦略等に留意）
 データ共有ポリシーの策定、情報セキュリティ
の強化、経済安全保障への対応等

産業界・海外
との連携

 人材や認証、計算資源、ストレージ、データ管理・流通等に関して、
全国的なエコシステムとして最適化された情報基盤の配置・整備
（集約化、分散化）について戦略的に検討

効果的な配置

 研究に伴走し、情報基盤を中心とした研究エ
コシステムを支える人材

 組織・分野の垣根を超えた連携を具体化する
マッチング人材

 研究支援人材・技術者の重要性を示し、
キャリアパスとして正しく評価される制度

人材の
育成・確保

次世代情報基盤の構築を進める上でのポイント
 長期的に科学研究やそれを支える情報基盤のあるべき姿を描く
 短期的／中長期的に取り組むべき課題と取組主体を明確にする
 技術進展や国際動向に合わせて目標を軌道修正しながら進める
 我が国の独創性や潜在的な強みを活かし、取組の強化や再構築
を速やかに進める

AI for Scienceやデータ駆動型研究を加速

AI for Science
のための高度化

リテラシー向上
研究データの共有
・活用促進
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研究の創造性・効率性の最大化

AIを活用した科学研究の革新（イメージ）

 大学共同利用機関に、AIも活用した自動化
・自律化・遠隔化の機能を備えた研究設備
群を整備し、全国の意欲ある研究者に高度か
つ高効率な研究環境を提供

 日本全体で共用機器を戦略的に配置・ネット
ワーク化し全ての研究者に利用機会を提供

流通保存・管理 活用

 ライフサイエンス・マテリアル
等をはじめとする各研究分
野の研究データを活用した
科学研究向けAI基盤モデ
ルの開発・共用等を進め、
科学研究サイクルを飛躍
的に加速させるとともに、科
学的探索範囲も大幅に拡
大

 中核的なプラットフォームである
研究データ管理基盤の強化・拡張

 ポスト「富岳」をはじめとする世界最高水準
かつ可用性の高い計算基盤の整備

 堅牢性高く、大容量の通信を支える
次世代ネットワーク(SINET)の整備

AIを活用した科学研究の革新を支える次世代情報基盤の整備

科学研究向けAI基盤モデルの開発・共用等の＜AI for Science＞ AIも活用した先端研究基盤の大規模集積
／ネットワークの構築AIとの対話により、

科学的論拠のある仮説を形成
（ 1か月～2か月⇒1日～3日 ）

複数の実験計画を
AIが自動生成

（ ～1か月⇒～1日
）

膨大な探索範囲を
シミュレーションで絞り込み、

自動実験ロボがノンストップ実験
（ 6か月～1年半
⇒1か月～1か月半 ）

AIが複数の解釈を提示、
AIとの対話を通じて考察
（ 3か月～6か月
⇒3日～7日 ）

データ
提供

AI基盤モデル
構築・強化に
向けた学習

データ
提供

海外における先進事例

スーパーコンピュータ
「富岳」

高度かつ高効率な
研究環境へのアクセス

AIエージェント、科学研究向けAI基盤
モデル等を用いた研究手法の革新

マテリアルズ・イノベーション・ファクトリー（英国・リバプール大学）
2018年に開設した先端材料研究拠点。
材料化学実験に特化した高度自動化ロボット群を備え、24時間稼働でハ
イスループット実験を行い、新材料開発の時間短縮を実現。

科学研究により生み出されたデータの体系的な蓄積・活用を可能とする「知」のインフラの整備・構築

科学技術・学術審議会
学術分科会（第96回）
（令和７年７月２日）
資料４一部抜粋
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AI for Scienceを支える情報基盤の整備

流通基盤

計算基盤研究データ基盤
 様々な研究分野や機関の研究者が自身の研究データを保存・管理、
公開する中核的なプラットフォーム（※）。

 全国の図書や論文、根拠データなど研究に必要不可欠な学術情報を
一元的に検索し、研究活動での利活用を実現。

 オープンサイエンスやAI for Scienceの潮流を踏まえ、AI機能等を
搭載することにより、研究者にとってより使いやすく、かつ、研究データが
自然に集まってくるようなシステムへと高度化を検討。

※「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方」（令和3年4月27日統合イノベーショ
ン戦略推進会議決定）においてNII RDCを中核的なプラットフォームとして位置付け

 日本全国の大学や研究機関等の学術情報の基盤として、1,000以上の
機関で340万人以上が利用する通信ネットワーク（SINET）を整備。

 実験機器や計算基盤から創出される大容量データをはじめ、日々の研究
活動から生じる研究データは、SINETを通じることで研究者・研究機関間
の高速・安全かつ遅延のない流通を実現。

 データ駆動型の研究様式への進展に伴う研究データの質・量の増大を踏
まえ、より大容量の通信に対応した次期ネットワークを検討。

 世界最高水準の性能を有するスーパーコンピュータ「富岳」を中核とした
、多様な利用者のニーズに応える革新的な計算環境（HPCI）を構
築し、全国のユーザーへ計算資源を提供。

 世界最高水準のAI・シミュレーション性能を有する新たなフラッグシップ
システムを2030年頃までに整備・運転開始予定。

 生成AIをはじめとした技術革新に対応した次世代計算基盤を構築し、
成果創出のためのアプリケーション開発や環境整備を実施予定。

活用

NIS：National Infrastructure System

（R7.5.31現在）

区分 加入数 (割合)
国立大学 85 (100%)
公立大学 98 ( 95%)
私立大学 446 ( 71%)
短期大学 91  ( 30%)

高等専門学校 56 ( 97%)
大学共同利用機関 16 (100%)

その他 235
合計 1,027

【SINET加入機関数と加入率】

流通

保存
管理

スーパーコンピュータ「富岳」

 研究データを実験等により創出した後、適切に保存・管理を行い、蓄えられたデータを流通させ、解析等により活用するといった一
連の研究プロセスは、それぞれの役割を担う研究データ基盤、流通基盤、計算基盤の３つの基盤（情報基盤）が支えている。

 AI for Scienceの推進においては、３基盤それぞれの高度化、及びこれらの基盤間の連携の強化等による次世代システムへ
のアップグレードが必要。

企
業

個
人

外部からの
アクセス

ライフ
サイエン
ス

マテリア
ル

重要分野等
との連携
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人工知能関連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律（AI法）の概要

法律の必要性

日本のAI開発・活用は遅れている。                             多くの国民がAIに対して不安。

イノベーションを促進しつつ、リスクに対応するため、既存の刑法や個別の業法等に加え、新たな法律が必要。

法律の概要

目的 国民生活の向上、国民経済の発展

基本理念
経済社会及び安全保障上重要 研究開発力の保持、国際競争力の向上
基礎研究から活用まで総合的・計画的に推進
適正な研究開発・活用のため透明性の確保等 国際協力において主導的役割

AI戦略本部 本部長：内閣総理大臣 構成員：全閣僚 関係行政機関等に対して必要な協力を求め
る

AI基本計画 研究開発・活用の推進のために政府が実施すべき施策の基本的な方針等

基本的施策

研究開発の推進、施設等の整備・共用の促進 人材確保、教育振興
国際的な規範策定への参画 適正性のための国際規範に即した指針の整備
情報収集、権利利益を侵害する事案の分析・対策検討、調査
事業者等への指導・助言・情報提供

責務
国、地方公共団体、研究開発機関、事業者、国民の責務、関係者間の連携強化
事業者は国等の施策に協力しなければならない

附則 見直し規定（必要な場合は所要の措置）

世界のモデルとなる法制度を構築 国際指針に則り、イノベーション促進とリスク対応を両立。最もAIを開発・活用しやすい国へ。

AI戦略会議
（第14回）

（令和７年６月２日）

資料1-1 
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今後のAI政策の進め方

法律附則※1の規定に基づき、公布の日から三月以内に設置予定。

政令又はAI戦略本部決定等により設置予定。

有識者の意見も踏まえつつ本部で案を作成し、パブリックコメントを経て、AI戦略本部決定/閣議決定予定。

既存のガイドライン類との関係を分かりやすく整理しつつ、内閣府で検討予定。

①主要な業種の活用実態調査、②主要なAI開発者の安全性向上対策の情報収集、③最新の技術や活用事例の
調査、④国民の権利利益を侵害する案件・事象の調査を内閣府で実施予定。

関係府省庁の協力の下、広島AIプロセス、GPAI※2、AISI※3等の活動の更なる推進
※1 AI法附則（施行期日）第一条 この法律は、公布の日から施行する。ただし、第三章及び第四章並びに附則第三条及び第四条の規定は、公布の日から起算して三月を超えない

範囲内において政令で定める日から施行する。（「第四章（法第19条～第28条）」は、AI戦略本部関連の規定。）
※2 GPAI（The Global Partnership on Artificial Intelligence）は、人間中心の考え方に立ち、｢責任あるAI｣の開発・利用をプロジェクトベースの取組で推進するため、2020

年6月に発足した、政府・国際機関・産業界・有識者等のマルチステークホルダーによる国際連携イニシアティブ。
※3 AISI（AI Safety Institute）は、 AIの安全性に関する評価手法等を検討・推進するため、 2024年２月に独立行政法人情報処理振興機構（IPA）に設置された機関。

人工知能（AI）戦略本部の設置

有識者会議の設置

AI基本計画の策定

AI指針の整備

情報収集、調査研究

国際協調

AI戦略会議（第14回）
（令和7年６月2日）資料1-2 
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令和７年６月２日、石破総理は、総理大臣官邸で第１４回ＡＩ（人工知能）戦略会議に出席しました。会議では、人工知能関

連技術の研究開発及び活用の推進に関する法律（ＡＩ法）、統合イノベーション戦略２０２５ＡＩパート（案）について議論が行

われました。総理は、本日の議論を踏まえ、次のように述べました。

 去る５月２８日に、ＡＩ新法が成立をいたしました。皆様方のこれまでの御尽力に、心から感謝を申し上げます。ありがと

うございました。イノベーションの促進とリスク対応を両立させるＡＩ法により、『世界で最もＡＩの研究開発・実装がしや

すい国』を目指してまいります。今日がその出発点であります。今後の法律の運用が極めて重要であり、城内大臣を中

心に、具体的な取組を加速していただきたく存じます。

 本年の秋までに、ＡＩ法に基づくＡＩ戦略本部と有識者会議を設置いたします。

 本年冬までに、本部や有識者会議での議論や、国民の皆様の御意見を踏まえ、国の基本的な方針を示す基本計画を策

定してください。基本計画には、私たちの暮らし、特に、地方の暮らしがどう変わるのか、分かりやすいビジョンを盛り

込んでください。日本が競争力を持つ分野であり、かつ、人手不足対策や生産性向上に資するロボットとＡＩとの融合、

いわゆる『フィジカルＡＩ』に関する競争力強化策についても盛り込んでください。

 本年冬までに、国際協力や、国際的な情報発信に取り組むとともに、『ＡＩを開発・活用する者が遵守すべき指針』の整

備を進めてください。偽情報の拡散など生成ＡＩをめぐるリスクが指摘される中、ＡＩによって国民の権利や利益が侵害

される事案が発生した場合には、ＡＩ法に基づき、国が調査し、必要に応じて事業者への指導や助言などを行っていく

必要があります。

 有識者の皆様におかれましては、引き続き、新たに設置する有識者会議等での御協力をお願いいたします。本日は誠

にありがとうございました。

ＡＩ戦略会議 （令和7年6月2日）
総理の一日 | 首相官邸ホー
ムページ「令和7年6月2日
「ＡＩ戦略会議」より作成



第7期科学技術・イノベーション基本計画に向けた検討 総合科学技術・イノベーション会議
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資料２一部抜粋
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ポストSociety5.0に向けて
～世代間や多様な分野・属性をつなぐ共創・対話～

 勝つため、効率化のためだけではなく、多様な他者・多元的な自己と共生
するための科学技術が今後より求められていくのではないか

 共生のありかたは、物理面よりも精神面・内面（コミュニケーション、個々の
創造性・感性発揮促進等）を重視するようになるのではないか

「共生（寄り添い、隣り合う）のための科学技術イノベーション」

第12回科学技術予測調査の一環として、若者・市民が思い描く「ありたい未来像
（ビジョニング調査）」を起点に、専門的知見も踏まえた各種ワークショップ等の対話を経て、
Society5.0の次を見据えたシナリオを描いた

【科学技術イノベーション政策で考慮すべきこと】
 文化的強みの活用と総合知の拡張

 コミュニケーションパートナーとしてのロボット開発、人間の尊厳を高めるためのAI/ロボットの活用等、日本の文化的強みを
活かした研究開発が期待されている。そのため研究開発の初期段階から人文・社会科学との連携を行うなどの、総合知の拡
張が重要となる。

 倫理・社会的インパクトへの考慮
 AI/ロボットとの共生は物理的側面や経済的影響にとどまらず、精神性・内面性への影響も拡大していくと考えられるため、

ELSI（科学技術の倫理的・法的・社会的課題）やRRI（責任ある研究イノベーション）の取組を一層強化する必要がある。

 サイエンスリテラシーの強化と市民参加
 社会における科学技術変化への対応力を高めるため、より深化・進化したサイエンスコミュニケーションや科学教育の推進が

必要である。
 さらに、科学技術の発展により多様な形態での市民参加が可能となり、市民が科学技術の「担い手」として果たす役割を支

援・促進する政策が必要である。

 社会の声を取り入れた未来社会像形成
 科学技術イノベーションの方向性は、どのような未来社会を目指すのかと密接に関係している。未来像の形成の際には、アカ

デミア、産業界だけでなく、幅広い市民の声・価値観を反映させることが重要である。
 その際、世代間で科学技術に対する受容性が大きく異なり得ることを踏まえて、未来社会におけるメインのプレイヤーとなる

若者世代の声を制度的に取り入れる仕組みが必要である。

文部科学省 科学技
術・学術政策研究所

作成
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 研究開発力の強化（データ整備含む）
【内】戦略的イノベーション創造プログラム(SIP)/研究開発とSociety5.0との橋渡しプログラム

(BRIDGE)                                                                         380億円の内数
【文】AIP:人工知能/ビッグデータ/IoT/サイバーセキュリティ統合プロジェクト 105.5億円
【文】生成AIモデルの透明性・信頼性の確保に向けた研究開発拠点形成 8.2億円
【文】スーパーコンピュータ「富岳」及び革新的ハイパフォーマンス・コンピューティング・インフラ（HPCI）の
運営／「富岳」の次世代となる新たなフラッグシップシステムの開発・整備 181.2億円

【文】科学研究向けAI基盤モデルの開発・共用（TRIP-AGIS） 24.6億円
【厚】創薬支援推進事業-産学連携による創薬ターゲット予測・シーズ探索AIPF開発 4.6億円
【経】ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業（金融AI基盤モデル開発）[新規] 
                                                                                               1,617億円の内数
【経】先端計算科学等を活用した新規機能性材料合成・製造プロセス開発事業 19.1億円
【経】デジタル・ロボットシステム技術基盤構築事業[新規] 2.3億円
【国】都市空間情報デジタル基盤構築調査、都市空間情報デジタル基盤構築支援事業
                                                                                                    23億円の内数
【防】自律向上型戦闘支援無人機の機能性能及び運用上の効果に関する研究試作  100.2億円

 インフラの高度化
【総】Beyond 5Gの実現に向けた研究開発の推進 150.0億円
【文】戦略的創造研究推進事業 情報通信科学・イノベーション基盤創出（CRONOS） 13.0億円
【経】ポスト５Ｇ情報通信システム基盤強化研究開発事業
（計算資源高度化に係る研究開発） [新規] 1,617億円の内数
【経】省エネAI半導体及びシステムに関する技術開発事業 30.0億円
【環】革新的な部材・素材を活用した製品の早期商用化に向けたイノベーション支援 37億円の内数

AI関連の主要な施策について（令和７年度予算）

AIのイノベーションとAIによるイノベーションの加速 1,780億円

国際的な連携・協調 3億円AIの安全・安心の確保 6億円
広島AIプロセス等を通じて、安全・

安心で信頼できるAIの実現に向け、
国際的な取組を引き続き主導し、イノ
ベーション創出を推進。
■ 国際的な連携等

【総】多国間枠組におけるデータ流通等に
係る連携強化事業 3億円の内数

AIに関する様々なリスクや、規格やガイドライン等のソフトローと法律・基準等のハードローに関する国際的な動向等も踏まえ、
制度の在り方について検討するとともに、リスク対応のための研究開発等を推進。また、AIセーフティ・インスティテュート（AISI）
を中心的機関として、関係省庁等との連携のもと、諸外国との国際ネットワークを構築し、AIの安全性確保に向けた方策を検討。

● 「統合イノベーション戦略2024」(2024年6月4日閣議決定)を踏まえ、AIに関する競争力強化と安全性確保を一体的に推進するため、「AIのイノ
ベーションとAIによるイノベーションの加速」、「AIの安全・安心の確保」、「国際的な連携・協調」を柱として、主要なAI関連施策をとりまとめた。官民
が連携して強化・整備を推進。

 AI利活用の推進
【警】生成ＡＩを活用したフィッシングサイト判定の高度化・効率化[新規] 0.3億円
【消費】AIを活用した消費者被害防止策に係る調査研究[新規] 0.2億円
【こども】地域少子化対策重点推進交付金 10億円の内数
【デ】新技術（AI及びWeb3.0）に関する調査・研究[新規] 0.8億円
【外】生成AI環境の運用 0.9億円
【外】領事業務の高度化・効率化に係る実証及び調査研究 0.7億円
【文】生成AIの活用を通じた教育課題の解決・教育DXの加速[新規]    2.3億円
【厚】AI創薬指向型・患者還元型・リアルタイム情報プラットフォーム事業 0.5億円
【厚】医療機器開発推進研究事業 12億円の内数
【農】スマート農業技術活用促進総合対策[新規] 17億円の内数
【経】無人自動運転等のCASE対応に向けた実証・支援事業                          48億円の内数
【国】スマートシティ実装化支援事業 2.4億円
【国】先導的まちづくり調査 3億円の内数

 人材の育成・確保
【文】数理・データサイエンス・AI教育の全国展開の推進 10.5億円
【文】私立大学等における数理・データサイエンス・AI教育の充実 7.1億円
【文】デジタルと掛けるダブルメジャー大学院教育構築事業 4.5億円
【経】地域デジタル人材育成・確保推進事業 8.6億円

人材の育成・確保や計算資源等のインフラの高度化とともに、AI利活用の推進と研究開発力の強化を一体的に官民が連携して推進。

（注１）本資料には、主に生成AIを対象としている取組を記載。 なお、上記の予算総額及び
大項目の集計額には、生成AIに限定せずAI関連予算全体の額が含まれる。

 自発的ガバナンスと制度の検討
【総】AIの高度化に応じたガバナンスに関する調査研究[新規]

                                                                            0.4億円

 偽・誤情報への対策
【総】インターネット上の偽・誤情報等への総合的対策の推進（実態調査）

                                                                                 0.5億円
【総】ICTの利活用を前提とした幅広い世代に対するリテラシー向上の推進

1.5億円

（注２）事業費の一部等、AI関連予算額を抽出困難な施策分は、予算総額に含まず。
（注３）上記の他、AIの研究開発等を支える基盤整備等の予算として、181億円を計上。
（注４）上記の「 」は、AIの安全性確保に関連する取組を表す。

令和７年度予算額 約1,969億円
令和６年度予算額 約1,176億円

内閣府ホームペ
ージにて公表
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政府のAI関連予算推移（単位︓億円）

【参考】令和６年度予算及び令和５年度補正予算におけるAI関連予算の推移

 令和７年度当初予算案におけるAI関連予算の合計額は、約1,969億円

 令和６年度補正予算におけるAI関連予算の合計額は、約1,653億円
※ 内閣府SIP/BRIDGE、国立研究開発法人の運営費交付金等、AI関連予算額を抽出困難な施策分は含まず

AI関連予算の推移（平成29年度～令和７年度） 内閣府ホームページ
にて公表
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公的資金による研究データの管理・利活用について
【背景】
〇知識をオープンにし、研究の加速化や新たな知識の創造などを促すオープンサイエンスの動きが活発化
〇世界的な出版社やＩＴ企業が、研究成果や研究データをビジネスの対象として焦点を当てつつある

【政策文書】
〇第6期科学技術・イノベーション基本計画（2021年3月）
〇統合イノベーション戦略2024（2024年6月）
〇公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な考え方（2021年4月）

研究データ基盤システムを中核としたデータ・プラットフォームの構築
→研究データの公開・共有を推進、産学官のユーザがデータを検索可能

公開・蓄積管理・保存

検索・利用

by

アカデミア、産業界等

収載

※データの説明、管理者、
共有・公開・非公開の区別等の研
究データの概要を示す情報

研究データ基盤システム
（NII Research Data Cloud）

連携を
推進

メタデータ
※

研究者が
特定

研究データを検索・利活用

研究データ

公募型の
研究資金

国立情報学研究所（NII)

（大学間等の高速通信ネットワーク）

高度化・一体的運用
ＳＩＮＥＴ

2020年度に本格運用開始

資金配分
機関

様々なデータ・プラット
フォーム大学・研究機関等

EBPMのための
システム

DATA-EXの分
野間データ連携

バイオ、マテリアル
等の重要戦略分
野のデータ・プラッ
トフォーム

欧州等の海外の
プラットフォーム

管理対象
データ

研究者が
付与

内閣府作成資料より抜粋
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